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皮膚科学
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 13. 佐藤伸一：【膠原病を見逃さないために】抗核抗体をどう読むか．日本皮膚科学会雑誌 116（13）: 1944-1946, 2006
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 9. 長谷川　稔，堀川真由香，濱口儒人，藤本　学，佐藤伸一，竹原和彦 : ブレオマイシン誘発肺臓炎モデルにおける
細胞接着分子の役割．厚生労働科学研究費補助金：難治性疾患克服研究事業「強皮症における病因解明と根治的治
療法の開発」平成17年度総括・分担研究報告書　pp. 63-70, 2006

 10. 長谷川　稔，松下貴史，藤本　学，佐藤伸一，竹原和彦：全身性強皮症におけるBAFFの発現異常．厚生労働科学
研究費補助金：難治性疾患克服研究事業「強皮症における病因解明と根治的治療法の開発」平成17年度総括・分担
研究報告書　pp. 87-96, 2006

 11. 土屋尚之，人見祐基，川崎　綾，藤本　学，徳永勝士，佐藤伸一，長谷川　稔，竹原和彦：全身性強皮症における
B細胞機能分子多型の検討．厚生労働科学研究費補助金：難治性疾患克服研究事業「強皮症における病因解明と根
治的治療法の開発」平成17年度総括・分担研究報告書　pp. 97-102, 2006

原著論文数一覧

A–a A–b A–c A–d 合計 SCI B–a B–b B–c B–d 合計 総計
2006 27 1 0 0 28 26 17 11 8 11 47 75

学会発表数一覧

A–a
A–b

合計 B–a
B–b

合計 総計
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

2006 1 0 5 6 7 5 62 74 80

原著論文総数に係る教員生産係数一覧

欧文論文総数
論文総数

教員生産係数
（欧文論文）

SCI掲載論文数
欧文論文総数 

教員生産係数
（SCI掲載論文）

2006 0.373 4 0.929 3.714

Impact factor値一覧

Impact factor 教員当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

2006 95.28 13.611 3.665


